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日常生活圏域の設定（案）



日常生活圏域とは
第３期市町村介護保険事業計画におい
ては、高齢者が住み慣れた地域で生活
を継続することができるように、市町村内
を日常生活の圏域に分け、その圏域ごと
に地域密着型サービス量を見込む。

生活圏域の設定については、以下の事項を総合的に勘案し、
保険者ごとに定める。
○地理的条件
○人口
○交通事情その他社会的条件
○介護給付対象サービスの整備状況 等
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[ ]は在宅のひとり暮らしおよび高齢者のみ世帯の数



日常生活圏域の設定（案）について

• まちづくり推進協議会１６地区単位で設定。
（地区を町単位で分割しない）

• 中学校区をベースとして地区あたり高齢者
数を考慮して設定。

• 地区民生児童委員協議会との連携を考慮
して設定。



生活圏域の設定による
サービス利用について

・生活圏域の設定は、住民の介護サービス
利用を圏域内に縛るものではない。

・生活圏域は、各圏域ごとに必要な地域密着
型サービスを整備するために設定するもの
であり、自己の圏域外のサービスであって
も、住民の選択により利用できる。
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生活圏域別人口推移
東和と山代は横ばい その他は減少傾向
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生活圏域別人口推移（相対変化）
山中と片山津・橋立と錦城の減少顕著
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生活圏域別高齢者数の推移
山中と片山津・橋立と錦城の減少顕著
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生活圏域別高齢者数の推移（相対変化）

東和の伸び顕著 山中は伸び少ない
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生活圏域別高齢化率の推移
今後も高齢化率は伸び続ける
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生活圏域別高齢化率の推移（相対変化）

東和の伸びが顕著
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設定（案）における圏域ごとの
介護サービス利用状況

抽出前提条件

• 平成16年10月に介護サービスを利用した方

• 介護保険被保険者証に記載された住所地で抽出

• 施設サービスは住所を施設に異動することが多く、
一定の地域に集中してしまうために除く
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○片山津・作見・山中の利用率が高い。
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ショートステイ利用率（圏域別）
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訪問系 通所系 居住系 福祉用具貸与 居宅療養管理指導 短期入所

（参考）介護保険給付額（圏域別）
円 ○大聖寺・山代の給付額が大きい。




